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日工販理事

高　田　研　至
（㈱井高取締役社長）

　今年もNHKで大河ドラマが始まりました。1963年（私の生まれ年）にス

タートして、今年で45年目を迎え、今回46本目の作品は、「風林火山」。孤

高にして天才的な兵法家、武田信玄の軍師、山本勘助（『甲陽軍艦』に記され

るのみで、実在したか疑問視されている）を題材にしております。今回も戦

国時代からの歴史ドラマであり、戦国時代好きの私にとっては楽しみな作

品です。戦国時代・安土桃山時代を題材にした作品は、これで18本目とな

りました。多くの人が私同様にこの時代に興味を持ち、ロマンを感じてい

るのでしょう。この時代は、中国の三国時代、史書『三国志』のように、多

くの英雄・豪傑・軍略家が登場しております。その中でも愛知県出身の三

英傑、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康が傑出しているのではないでしょう

か。愛知県が日本から注目された時代は、この時代と自動車メーカーで世

界ナンバー１に間近であるトヨタ自動車が、活躍している現在であると

思っております。そこで、愛知県が誇る三英傑について考えて見たいと思

います。

　３人の人となりを評し、信長は創造性豊かで天才・革命家・合理的な反

愛 知 県 の 三 英 傑
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面、冷酷・狂気・粘着的なヒステリーと言われ右脳人間。秀吉は日本一の

立身出世者・人たらし・人間関係の天才の反面、後半生は朝鮮出兵により

評価を大きく下げ、ゴマすりの成り上がり者・成金趣味。家康は忍耐・誠

実・重厚・倹約家の反面、タヌキ親父・狡猾・愚図で左脳人間と言われて

います。

　戦上手は、鉄砲の戦闘能力を早くから見抜き、他の大名より数多くの鉄

砲を所有し、実践的な使用方法を編み出した信長。指導力は、カリスマ性

と能力主義・規律を重んじた信長、人たらしで子飼いを多く抱えていた秀

吉、組織全体の融和をはかる調整型の家康と、甲乙付け難い。組織力で

は、有能な人材を外部登用し、適材適所を図った信長ではあるが、大家族

的な結束を重要視し天下統一後の大名をバランス良く配置することによっ

て徳川家260年の土台を築いたバランス感覚抜群の家康が群を抜いておりま

す。

　さて、色々と書きましたが、この三英傑に対する感じ方は誰もが、似た

ようなものではないでしょうか。このような認識の中、多くの人が自分は

この三人のどのタイプに該当するのか考えたり、憧れたりするのではない

でしょうか。私自身は家康タイプの調整型のバランス人間ではと思ってお

りますが、実は、正反対の信長に憧れています。皆様はどうでしょうか？

　最後となりますが、トヨタ自動車は、ご存知の通り家康の出身地、三河

地区を基盤とされ、豊田綱領を基本とし「愚直に、地道に、徹底的」を合言

葉にモノづくりをされております。まさに、三河武士が支えた徳川幕府の

様相であります。私も忍耐強く、誠実に経営し、江戸幕府が長らく存続し

たように継続的な企業を目指したいと思います。
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　日工販の平成19年新年賀詞交歓会が例年通り八重洲富士屋ホテル「櫻の間」

において1月10日（水）12時30分より1時間半にわたり盛大に催されました。

　当日は天候に恵まれ快晴となり、関係官庁、関係団体、報道関係から多数ご

来駕いただき、会員を含め昨年に引き続き好調な景気を反映して229名と大

盛況でした。

　会は荘司専務理事の司会で始まり、石川会長の新年の挨拶に引続き（社）日本

工作機械工業会会長中村健一様より来賓のご挨拶を賜わりました。続いて昨年

総会以降入会されました新会員㈱滝澤鉄工所の紹介及び同社常務取締役柚木卓

二様のご挨拶があり、日本工作機械輸入協会会長近野通明様のご発声により一

同乾杯をし、賀詞交歓が繰り広げられました。

　歓談のなか、お忙しいにも拘わらず駆けつけていただきました経済産業省製

造産業局産業機械課長高橋泰三様よりご挨拶を賜わりました。

　宴たけなわの中、定刻になり植田副会長による一本締めによる中締めがあり

散会となりました。

　ご多忙中にも拘わらず出席を賜わりました経済産業省高橋課長をはじめご来

賓の方々、会員各位にあらためてお礼申し上げるとともに、本年のご多幸とご

健勝をお祈り申し上げます。

（事務局）

平成19年 日工販賀詞交歓会開催平成19年 日工販賀詞交歓会開催
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石川会長新年挨拶

　新年明けましておめでとうございます。東京は暖かい

穏やかな三が日に恵まれました。皆様には心身とも健や

かに、よいお正月を迎えられたこととお慶び申し上げま

す。本日はご多忙の中たくさんの方にご出席を賜りまし

て、厚く御礼申し上げます。

　日本の工作機械業界は昨年も一昨年来の活況を呈し、

高原状態での受注を堅持してまいりました。内需で

7,300億円程度、外需で7,000億円程度、合計1兆

4,300億円の史上最高を記録した模様です。我々日工販会員と繋がりが強い内需においても、自動車産

業からの一部発注手控えがありましたが、一昨年に続き高い水準を保つことができ真に喜ばしい年でし

た。

　今年も、建設機械、航空機関連、重電・エネルギー関連、IT産業など幅広い分野で設備投資が積極的に

計画されていますので、日本の工作機械も好調に推移するものと思われます。今年は内需で6,600億円、

外需で6,700億円程度、合計で1兆3,300億円程度と昨年よりは少し落ちますが、我々にとって高い水

準で推移するものと予測しております。

　現在65億人といわれております世界の人口はこれからも1分間に150人、1日20万人、年間8千万人

の割合で増加し続けると予測されております。この人達が平和に安全に豊かな生活を送っていくために

は、衣食住を始めとして、工作機械をベースとしたものづくりが欠かせません。昨年3分の1近いシェア

を占めました日本の工作機械ですが、ハード・ソフト両面にわたる生産技術力並びに技術開発力の視点

からも、世界の人々よりますます頼りにされ、トップリーダーの地位をますます堅固にしていくものと

思われます。今後、内需は現状水準のまま維持しながら、外需は大幅に伸び6割を超えるのではないかと

予測しており、将来総受注が2兆円になる可能性もあると指摘されています。

　日本の工作機械業界は全体として真に明るく素晴らしいことと思いますが、工作機械メーカーが拡大

する市場の中で競争力向上に向けて効率化や規模拡大に努めてくるなかで、内需を中心に経営しており

ます我々日工販会員各社にとりましては、こうしたグローバル化にどのように対処して行くかが、大き

な課題になってくると想像されます。

　一方、工作機械の重要性と日本の工作機械産業の強さが再認識され、日本の工作機械メーカーに対す

る海外企業によるM&Aや工作機械メーカーの合従連衡が激しくなる可能性も否定できません。その結

果、我々日工販会員各社に大きな影響が生じるかも知れません。現在の好調さに幻惑されることなく、

あわてず、落ち着いて、どのような変化にも対処出来る経営を常日頃より心掛けて行きたいものです。

　今年も、日工販は地区委員会を始め、各委員会を活発に活動させ、皆様の研鑽、そして会員相互の親

睦を図るよう運営してまいります。基幹事業の一つであります教育事業には、より一層力を注いでいく

所存であります。会員の皆様には、より一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

　最後になりましたが、会員各社のますますのご発展とご隆盛を、そして今日ご出席いただきました皆

様のますますのご健勝とご多幸を心より祈念いたしまして新年のご挨拶とさせて頂きます。ありがとう

ございました。
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（社）日本工作機械工業会　会長

中 村 健 一 氏

　皆様明けましておめでとうございます。

　昨年は日工販の皆様方には多大なるご支援ご協力をいただきまして厚くお礼申し上げます。

　おかげさまで昨年は11月までの受注高は前年比増を

50ヵ月続けており、また単月受注高1,000億円以上は

31ヵ月連続で両方とも最長記録でございます。バブル

期以上の好調であるということが言えます。石川会長が

言われましたように昨年の暦年受注高は1兆4,300億円

が見込まれております。このことも今申し上げましたよ

うに販売の皆様方のお力のお陰であるという思いをして

おります。その中で内需で自動車産業の受注減がありま

したが、それでも横ばいで来られたことを我々日工会で

来賓挨拶要旨：

経済産業省 製造産業局 産業機械課長

高 橋 泰 三 氏

　明けましておめでとうございます。

　この会場のように工作機械業界は非常に活気がござい

ます。今日、日工会のパーティもありますが昨年の工作

機械の受注は過去最高の記録を続けていますが、今年も

このままの勢いを続けていただきましてますます発展し

て行けたらよいと思っています。

　日工販の会員の皆様がユーザー様の加工ニーズをきちっと捉まえて、よい機械をお届けする。それが

日本のものづくりの力を更に高めていく。そのことによってますます景気がよくなって、ますます工作

機械業界も発展するという、この好循環のイノベーションが出来るということを私共は期待しておりま

す。そのために大事な役割をお願いしておりますので、私共も二人三脚で頑張ってまいりたいと思って

おります。宜しくお願い申し上げます。

　今年１年が皆様方にとってますますよい年になりますようにご祈念致しまして簡単ではありますがご

挨拶とさせていただきます。

　本日はどうもおめでとうございました。
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乾　杯：

日本工作機械輸入協会会長

近 野 道 明 氏

　明けましておめでとうございます。

　先程来、石川会長あるいは中村会長より昨年も非常に景気がよく今年もよい。特に今年は見通しとし

て受注は1兆4,000億円を超すであろうということでございますが、特に私どもは輸入関連でございま

すので内需に期待しております。

　昨年の輸入通関実績ですが、日工会の受注高とは多少性格が異なりますが、工作機械は一昨年比約28

％増の771億円、周辺機器その他で2,800億円、ツールホールダーで1,200億円の実績があり、まこと

によい年でありました。今年も皆様方と一緒によい年に

なりますよう頑張っていきたいと思います。宜しくお願

い申し上げます。

　それでは日本工作機械販売協会及び会員の皆様の益々

のご発展とご来席の皆様のご健勝とご多幸を祈念致しま

して乾杯させていただきます。

　ご唱和願います。

「 乾 杯 ！ 」

は大変驚いております。それは、本来は自動車産業の数字が落ちればスーと落ちるのですが、重厚長大

産業の復活、即ち建設機械、造船、製鉄、航空機の復活により内需の下支えができたということで、こ

れは今までになかった新しい形だと思っております。その重厚長大産業は今年も引き続き絶好調であり

ます。今年は悪い要素がない訳ではないが、どちらかというと大きな悪要素がない。逆に言えば、貯金

して今年に持ち越したともいえる自動車産業の分を今年の年半ばまで我慢していればいただけるのでは

ないかとの思いであります。自動車産業は昨年より今年はよいのではないかという意見が大半でござい

ます。そういった意味で私共の今年の受注高の予測は1兆4,000億円台という、この台ということに含

みがありまして、1兆4,000億円を下がらないという気持ちで猪突猛進して行く思いであります。

　しかしながら、この忙しい中でも我々サプライヤーとしては日工販の皆様のご期待に応えるべく納期、

品質、メンテナンスサービスという方面でレベルアップを図ってまいりたいと思っております。

今年が本日ご参加の皆様方にとって、とても内容のある素晴らしい年であることを祈念するとともに皆

様方のご健勝を併せて祈念致しましてご挨拶にかえさせていただきます。

　ご静聴ありがとうございました。
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　ニュースダイジェスト社主催の「2007年FA業界新年賀詞交歓会」が、去る1月12日名古屋のホテル

キャッスルプラザで開催され、同社取締役社長樋口八郎氏の主催者挨拶の後、同社常務取締役黒田嘉幸

氏より500名余のFA業界諸氏へ、恒例の「わが国工作機械産業の需給実績と見通し」についての講演があ

り、昨年の動向と本年の受注見通しとして内需6,500億円、外需7,000億円、総額1兆3,500億円が示

されました。

　同社のご好意により当日配布されました資料を転載させていだだきます。

　引き続き㈱スギノマシン代表取締役社長杉野太加良氏に2006年度NDマーケティング大賞の贈呈があ

り、同氏より「わが社の経営戦略」と題する受賞講演があり、「自ら考え、自ら造り、自ら販売・サービス

する」同社のモットーと商品開発の流れについて述べられました。

　小憩の後、恒例となりました「新春トップインタビュー」と銘打った公開インタビューが樋口社長の司

会で、（社）日本工作機械工業会会長 中村健一氏とトヨタ自動車㈱常務役員 宝田和彦氏との間で繰り広

げられ、工作機械業界と自動車業界の展望が語られましたので、要旨をお知らせします。

１．市場動向

日工会中村会長：

・2006年の受注は一昨年に続き好調に推移し1兆4,300億円を超え、1990年の1兆4,121億円を上

回る史上最高となり、昨年11月まで50ヵ月連続前年同月比増を続けた。しかし、12月には一昨年12

月の受注が高く同月比ではマイナスとなった。

・2007年は一般産業に加え年後半には自動車産業の設備投資も期待され、特にマイナス材料は見当た

らず、年間受注1兆4,000億円台を見込んでいる。

・2006年の内需は自動車産業からの受注減少を、重厚長大産業である造船、製鉄をはじめ建設、航空

機向けなどが下支えして横這いであった。外需は堅調な東アジア、米国に加え、欧州が回復し、アジ

ア／欧州／北米向け比率がそれぞれ30％前後になりバランスがよくなった。

・日本は1982年以来26年間世界一の工作機械生産国を維持した模様。

・減価償却制度が大正７年以来89年ぶりに手直しされ、100％償却が可能となり、今後設備の更新が進

み受注に弾みがつく。既存設備の残額5％は5年間で均等償却される。

・業界への新しい人材の参入を図るためJIMTOF2006へ学生を招待し、シンポジュームを開催したが、

今後も工作機械業界を知ってもらう努力を続けて行きたい。

トヨタ宝田常務役員：

・世界の新車販売は2005年までの10年間で1,600万台増えた。今後10年間では発展途上国での需要

増が見込まれ、ほぼ同程度の増加が予測されている。BRICs4ヵ国は人口27.5億人（世界総人口の42

％）で、過去5年間で需要は倍増しており、今後も拡大する。トヨタの全世界シェア13％であるが、

BRICsでは3.3％。

・昨年日本メーカーの国内生産と海外生産はほぼ同じになった（国内1,080万台、海外1,061万台）。

今後、国内は横這いで、市場のある所で生産するため、海外が増大していく。
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２．グローバル化

日工会中村会長：

・グローバル化が進み外需比率は90年の26.4%から98年には53.8％となり、内需を上回り、市場が

国際化した。その後は内外需比率が半々の状態。99年BRICsは僅か6.3％であったが、06年は18.8

％に拡大した。

トヨタ宝田常務役員：

・トヨタのグローバル戦略：01年以降拡大中で年平均50万台増加。2010年生産1,000万台を目指す。

・車両工場07年：SIA委託10万台。

新設：ロシア5万台、天津第三20万台、タイ第三10万台。

能力増強：メキシコ2万台、南アフリカ9万台。08年新設：カナダ15万台。

ユニット工場09年能力増強：ポーランド12万台。

・ユニット系08年より増加。09年海外でのユニット切り替えが増大する。

・設備投資額：06年3月期1兆5,000億円、07年3月期1兆5,500億円。07～08年度も成長拡大に向

けて投資を継続。現状レベルで推移の見込み。

３．工作機械産業に期待すること

トヨタ宝田常務役員：

・設備のシンプル・スリム化⇒信頼性・保全性向上による品質向上と原価低減

・生産変動への対応力向上に向けた設備の汎用化促進

・海外生産拡大に向けたエンジニアリング現地化への対応

わが国工作機械産業の需給実績と見通し
［2007年1月12日発表・暦年ベース］

ニュースダイジェスト社《月刊・生産財マーケティング》編集部

２００３年 前年比

８５１,１０１

４４１，５８７

４０９，５１４

＋２５．９

＋２６.１

＋２５.８

２００４年 前年比

１,２３６,１９２

６７２,８３９

５６３,３５３

＋４５.２

＋５２．４

＋３７.６

２００５年 前年比

１,３６３,２０３

７４６,７０９

６１６,４９４

＋１０.３

＋１１.０

＋９.４

２００６年 前年比

１,４３５,０００

７３９,０００

６９６,０００

＋５.３

－１.０

＋１２.９

２００７年 前年比

１,３５０,０００

６５０,０００

７００,０００

－５.９

－１２.０

＋０.６

総金額

　内　需

　外　需

（単位：百万円・前年比％）

１．受　注　〔日本工作機械工業会統計〕

①昨06年の受注実績（一部推定）は、土木建設機械、造船、エネルギー、半導体・EDP関連、プラスチッ

ク加工機械、産業用ロボット、工作機械など幅広い製造業の旺盛な設備投資に後押しされた国内需要

と、アジア・北米地域を中心とする海外需要とが相まって、03年から4年連続で拡大基調を示した。
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総金額

　台　数

　重　量

　・単価

（単位：百万円・台・トン・前年比％）

２００３年 前年比

６９０，２０５

６５，６７３

２７２，１７１

１０．５

＋１８.０

＋１７.７

＋１９．８

０

２００４年 前年比

８７８,０８２

７９，５００

３６１,９３５

１１．０

＋２７.２

＋２１.１

＋３３.０

＋４.８

２００５年 前年比

１,１１０,２５７

９２,３８５

４５３,０３８

１２.０

＋２６.４

＋１６.２

＋２５.２

＋９.１

２００６年 前年比

１,２２０,０００

１００,７００

４９３,５００

１２.１

＋９.９

＋９.０

＋８.９

＋０.８

２００７年 前年比

１,２４５,０００

１０３,０００

５０２,０００

１２.０

＋２.０

＋２.３

＋１.７

＋０.２

２．生　産　〔経産省機械統計〕

①06年11月時点での工作機械の平均納期は5.6ヵ月だが、この中には小型量産機から大型機まですべて

含まれている。納期の短縮は小型量産機を中心にひと頃より大きく進んでいるが、現在の状況は大型

機の受注残が多いため、その効果は統計数字には表れにくくなっている。07年の生産は、06年の旺

盛な受注により引き続き堅調に推移するだろう。

０５/Ⅳ ０６/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ ０７/Ⅰ

４,０００

３，５００

３，０００

２,５００

２，０００

１,５００

１，０００

５００

０

（億円）

外
需

内
需

（予測）（推定）
１,６００

１,４００

１,２００

１,０００

８００

６００

４００

２００

（億円）

０５
/１２

０６
/１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

販売販売

受注総額受注総額

内需内需

受注残高×１０受注残高×１０

０７.Ⅰ

３５１，０００

－０.０１

１７５，０００

１７６，０００

０７.Ⅱ

３３５，０００

－９.６

１６０，０００

１７５，０００

０７.Ⅲ

３３５，０００

－４.８

１６０，０００

１７５，０００

０７.Ⅳ

３２９，０００

－９.０

１５５，０００

１７４，０００

０６.Ⅳ

３６１，７００

＋２.５

１８６，０００

１７５,７００

受注総額

前年同期比

　内　需

　外　需

②受注額は02年11月から06年11月まで50ヵ月連続で前年比プラス、単月での1,000億円超えは

31ヵ月連続で、ともに最長記録を更新中。06年受注総額は90年ピーク時の記録（1兆4,121億円）を

抜き新記録になることが確実視されている。

③自動車向け設備投資は05年度内に前倒し発注があったため、その反動で06年は減速した。しかし07

年は再び増勢に転じることが期待されている。

④下欄に四半期ごとの受注予想額を示す（単位＝百万円）。07年は引き続き好調の外需に比べて内需はや

や減速が見込まれ、内・外需の構成比が逆転すると思われる。

工作機械受注実績 四半期別の内・外需推移
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（単位：百万円・前年比％）

総金額

・対北米

・対欧州

・対東アジア

２００３年 前年比

５６４，１０５

１３７，７５０

９８，７５４

２２０,６３７

＋１６.４

－６.８

＋７.０

＋４４.０

２００４年 前年比

６８３,０６６

１５５,７９０

１１３,４１６

２９２,４１１

＋２１.１

＋１３.１

＋１４.８

＋３２.５

２００５年 前年比

８１５，１１０

２０９，２５５

１５３，４７２

３０１，８８４

＋１９.３

＋３４.３

＋３５.３

＋３.２

２００６年 前年比

９１２，５００

２４１，０００

１４７，５００

３７６，０００

＋１１.９

＋１５.２

－３.９

＋２４.６

２００７年 前年比

９４４，５００

２５２，０００

１５１，５００

３８０，０００

＋３.５

＋４.６

＋２.４

＋１.１

３．輸　出　〔財務省貿易統計〕

①製造業の海外生産比率は06年も上昇を続けており、BRICsなど世界に広がる傾向にある。これに伴

い海外現地法人の設備投資も順調に推移している。ここ数年は国内向けの設備投資が活発で海外から

の需要を上回ってきたが、07年は投資の一巡

もあって海外の設備投資比率が国内を上回るこ

とが予想される。

②地域別では、アジアの自動車や建機・造船など

重厚長大大型産業の伸長、北米での航空機・エ

ネルギー関連・先端医療機器向けの投資が見込

まれる。加えて、欧州で自動車・医療・航空

機・エネルギー関連向けの投資が顕在化するな

ど復調の兆しをみせている。欧米ア3極体制が

揃う07年の輸出は、前年に引き続き堅調に推

移することが予想される。

②業種別には、07年上半期は建設機械、原動機、造船、産業機械、工作機械、油空圧機器などが好調に

推移する反面、中小の自動車部品メーカーは低迷が予想される。また、電機・精密向けはデジカメ、

携帯電話、半導体関連向け設備投資の一巡から、高水準ながらも減速が予想される。もっとも、ITバブ

ルを経験した業界が慎重な設備投資を行っていることや、電子・情報関連の需要が中国など幅広い市

場で高まっていることから大幅な落ち込みはないとみられる。

０３０２ ０４ ０５ ０６（推定）

３,０００

２,５００

２,０００

１,５００

１,０００

５００

０

（億円）

ア
ジ
ア

ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

欧
州
欧
州
欧
州

米
国
米
国
米
国

主な市場別輸出高の推移

０５
/１１

１２ ０６
/１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

４００

３５０

３００

２５０

２００

１５０

１００

５０

０

（億円）

マシニングセンタマシニングセンタマシニングセンタ

研削盤研削盤研削盤

専用機専用機専用機
ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤

金　額台　数

３，０００

２，５００

２，０００

１，５００

１，０００

５００

０
０５
/１１

１２ ０６
/１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤ＮＣ旋盤

研削盤研削盤研削盤

マシニングセンタマシニングセンタマシニングセンタ

専用機専用機専用機
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工作機械輸入の国別推移 主要国の工作機械生産推移

（米Gardner Publ.）

米国

ドイツ

スイス

台・韓

０

１００

２００

３００

４００

５００

６００

（億円）

０２ ０３ ０４ ０５９９ ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５９９ ００ ０１

１２,０００

１０,０００

８,０００

６,０００

４,０００

２,０００

０

（百万US$）

日本日本日本

ドイツドイツドイツ

米国米国米国

イタリアイタリアイタリア

中国中国中国

（切削型）（切削型）（切削型）

東アジア
39.7％
東アジア
39.7％

欧州
14.8％
欧州
14.8％

北米
28.0％
北米
28.0％

その他アジア
16.6％

その他アジア
16.6％

中南米 0.8％ その他 1.1％

2006年上半期市場構成比　（総額4,398億円）

総金額

・北　米

・欧　州

（単位：百万円・前年比％）

２００３年 前年比

５３，１６３

２４，３３６

１６,６４３

＋４.４

－４.０

＋４.２

２００４年 前年比

８８,２４５

４８,６４０

２０,８０３

＋６６.０

２ 倍

＋２５.０

２００５年 前年比

１０７,４５３

５３,１５４

２８,２７９

＋２１.８

＋９.３

＋３５.９

２００６年 前年比

１３６，５００

６６,０００

３６,０００

＋２７.０

＋２４.２

＋２７.３

２００７年 前年比

１４８，０００

６９,０００

４２,０００

＋８.４

＋４.５

＋１６.７

４．輸　入　〔財務省貿易統計〕

①旺盛な国内需要を背景に、03年以降4年続きで前年実績を上回り、とりわけ04年～06年は2桁台の

成長を遂げてきた。07年も特殊加工機、研削盤、歯車加工機などの特定ニーズを取り込んだ製品や、

戦略機種を中心に引き続き増勢が見込まれるものの伸び率はやや鈍化しそうだ。

②地域別では、輸入全体の半分近くを占める米国の底堅い動きが予想されるほか、06年は低迷気味だっ

た欧州も底を打ち増勢に転じる見込み。とくに欧州では、ドイツやスイス、イタリアなどのメーカー

は国内ユーザーの支持を得て、着実に浸透しつつある。一方、アジアでは、韓国・台湾・中国の東ア

ジア勢にインドが加わり、07年も堅調に推移しそうだ。
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多機能形ショルダエンドミル 「APX4000形」

　現在、工作機械は小型化へ向かう流れが目立ってきている。小型

化へ進んでいく理由として、設備投資が少ないことや省エネ・省ス

ペースであることが大きな要因となっている。なかでも、フレキシ

ブルであるBT30サイズの小型工作機械を活用し、高精度且つ、高

能率加工を実現する工具が強く求められている。小型工作機械は高

速回転が可能という長所である反面、どうしても主軸動力や剛性が

低くなってしまうため、機械への負荷を軽減させる切削抵抗の低い

工具が望まれている。このような市場背景の中、2004年に低抵

抗・高精度な刃先交換式エンドミルとして発売した「APX3000形」

に続き、シリーズ拡大として切込み深さを15mmへサイズアップし

た「APX4000形」を2006年7月に発売した（図1）。

　以下に「APX4000形」の特徴を述べる。

●主な特徴

　「APX4000形」の切れ刃形状は、低抵抗を実現するために様々な対策を盛り込んだ。3次元切削シミュ

レーションに基づいて設定を行い、切削中の切削抵抗や切りくず流れを推定し切れ刃形状を設計した（図

2）。すくい面は、切りくず離れを向上させるため凸状とした。ラジアルとアキシャルのすくい角を大き

く取り、切りくず接触面積を減らすために二段すくい

面を採用し、低抵抗を達成した（図3）。また、逃げ面

もねじれ刃形にすることで、耐欠損性を向上させ低抵

抗と相反する性能を両立させた。この結果、従来工具

ではびびりが生じ削れなかった薄肉ワークは勿論のこ

と、低剛性機械での使用でも十分に性能を発揮するこ

とが出来る工具となった。更に、主切刃部は凸状の3

次元曲線切刃形状を有し、切り込み13mmでの壁面

三菱マテリアルツールズ㈱

佐　藤　隆　広
（三菱マテリアル㈱ 筑波製作所 開発部）

図1. APX4000外観

図2. 3D切削シミュレーション
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段差量は0.03mm前後と、非常に良い精度を得ることができた（図4）。また、切りくず排出性が良好な

事から、図5に示すように1本で様々な3次元切削形態が可能である。低抵抗・高精度・高剛性な工具と

して、様々な分野で活用できる工具である。

●加工事例

　図6に、APX4000形と他社の最新工

具との切削抵抗比較結果を示す。被削材

はSCM440、切削速度160m/分、切

り込み13mm、切削幅16mm、送り

0.1～0.3mm/刃で比較した結果であ

る。他社品と比較しAPX4000形の切

削抵抗が最も低く、切れ味の良さが証明

されている。図7は、BT40マシニング

センタでの切削領域を比較した表であ

る。切り込み深さ7mmまではあまり差

が無い状況であった。しかし、びびりに

対して影響があると思われる切り込み深

さが大きくなるに従って、「APX4000

形」が優位となっている。送り0.05～

0.10mm/刃では切り込み深さ10mm

を超えても安定した切削が可能であり、

他社は8ｍｍでびびりが発生し、それ以

上の切削は困難な状況となった。この事

からも切削抵抗が低く、主軸動力に対す

る負荷の軽減が実証されている。また、

図8に示す耐欠損性評価においても、ね

じれ刃形とミラクルコーティングの組み

合わせでA社の低抵抗ブレーカはもとよ

図3. 切刃形状

切削条件
被　削　材：SCM440

切削条件：切削速度＝160m/min

　　　　　切　　込＝13mm×3パス

　　　　　切　削　幅＝10mm,  Dry

図4. 壁面精度

切削条件
切削工具：φ32エンドミル

被　削　材：SCM440

切削条件：切削速度＝160m/min

　　　　　切　　込＝13mm

　　　　　切　削　幅＝16mm,  Dry

図6. 切削抵抗結果

①肩削り加工①肩削り加工①肩削り加工

②ランピング加工

⑥ヘリカル加工

③ポケット加工

⑦正面フライス加工 ⑤みぞ加工

④3次元倣い加工

図5. 様々な加工形態
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り汎用ブレーカも大きく引き離す値を示しており、抵抗の高いB社と肩を並べる結果となっている。以上

より、「高精度」・「低抵抗」・「耐欠損性」共に他社品よりも優れた工具となった。

　図9は「APX4000形」のユーザ使用事例を示したものである。

　例9-1は、S50Cのキャビティ金型の加工事例で当社従来品と比較し、約3倍の切り込みを上げてもび

びらず良好な結果であった。

　例9-2はシリンダー金型加工事例である。被削材はSKD61（44HRC）で、低抵抗でユーザからも十分

に満足できる結果とコメント頂いた。

　例9-3は、S55Cの部品加工の事例である。従来品と比べて低抵抗のため、送りを数倍上げても良好な

切削ができた。

　本稿で紹介した「APX4000形」は、当社で最も低抵抗・高精度を意識して開発に取り組んできた刃先

交換式切削工具であり、

ユーザの如何なる工作機

械や加工形態に対し安心

して使用できる工具であ

る。今後も更にシリーズ

拡大を予定しており、高

精度・高能率は勿論のこ

と、工具集約やコストダ

ウンにおいてもユーザ

ニーズに応えるべき工具

提供をする。

ap=6mm

ap=7mm

ap=8mm

ap=9mm

ap=10mm

ap=11mm

ap=12mm

ap=13mm

ap=14mm

ap=15mm

0.07mm/刃

○　○　○

○　○　×

○　×　×

○　×　　

○　×　　

○　×　　

○　　　　

○　　　　

○　　　　

○　　　　

0.10mm/刃

○　○　○

○　○　○

○　×　×

○　×　　

○　×　　

○　×　　

○　　　　

○　　　　

○　　　　

○　　　　

0.15mm/刃

○　○　○

○　○　○

○　○　×

○　○　　

○　×　　

○　×　　

○　　　　

○　　　　

×　　　　

0.20mm/刃

○　○　○

○　○　○

○　×　×

○　○　　

○　×　　

○　　　　

×　　　　

×　　　　

0.25mm/刃

○　○　○

○　○　○

○　×　×

○　×　　

○　　　　

○　　　　

×　　　　

0.30mm/刃

○　○　×

○　×　×

×　　　　

×　　　　

×　　　　

×　　　　

※N数3回中、1度でもビビリを生じた場合

 「×」と表示。

　左より「ＡＰＸ4000」「Ａ社」「Ｂ社」

切削条件
使用工具：φ25エンドミル（2枚刃）

被　削　材：S45C

切削条件：切削速度＝140/min（固定）

　　　　　切　削　幅＝12.5mm（固定）

　　　　　Dry

図7. BT40機に於ける切削領域

一刃送り（mm/tooth）

APX4000

B 社

低抵抗

汎　用
A 社

0.3

○

○

○

○

0.35

○

○

○

○

0.4

○

×

○

○

0.45

○

×

○

○

0.5

○

×

×

○

切削条件
使用工具：φ32エンドミル

被　削　材：S55C

切削条件：切削速度＝160m/min

　　　　　切　　込＝10mm

　　　　　切　削　幅＝10mm（固定）

　　　　　Dry
図8. 耐欠損性結果

図9. 加工事例
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興銀リース㈱
機械営業部産業・工作機械チーム
課長代理

佐　藤　幸　一

「機械営業部を命ずる」

　2006年4月、私は同部配属への2度目の辞令を拝受しました。入社しまず配属されたのが、現在と同

じ機械営業部であり、工作機械をはじめ各種産業機械の専門担当部署でした。当時はバブル崩壊後の景

気低迷期、設備投資に連動するリース業界も厳しい時代でした。新規物件の商談が少ないだけでなく、

リースは長期契約ですから、少し前の好景気に設備投資したものの、目論見通りの売上をあげられず、

逆に返済負担で苦しまれているお客様が少なくなく、毎月、月末近くになると、手形ジャンプや物件引

き揚げに備えるという状況でした。ただ良かった点は、当時、経験が浅くしかも工作機械の存在を初め

て知った私には、先輩営業マンのように多くの商談を素早くこなす能力などなく、逆に少ない分、一つ

の商談をじっくり対応できたことでした。機械のことやお客様の内容について何度もお聞きし、また時

にはトンチンカンな質問もし、更には審査にも時間が掛かるという、全くひどい有様で、当時のお客様

をはじめメーカー、商社の方々には大変ご迷惑をお掛けしたことと思っています。が、若さに任せ一生

懸命、何とか商談をまとめていく内に、機械の知識とともに商売のコツも徐々につかんでいくことがで

きました。また資金面で“モノづくり”の一助となっているという喜びも出てきました。

　当時お付き合いしていただいた方々には本当に感謝しています。

　しかし、商売は覚えたものの、大手工作機械メーカーも人員削減等のリストラ策を打っていた時代、

商談が急増することはなく、その内、銀行による“貸し渋り”、“貸し剥がし”が横行し、ついにはその銀

行も破綻し始めた頃、私は新潟支店へ異動になりました。新潟支店では特定の物件、業種、業界に偏る

ことなく、建設機械、トラックやバスにコンピュータ等様々な取引を担当しました。もちろん工作機械

も扱いましたが、そんな時は前部署での経験が生かされ、お客様から「機械のことをよく知ってるね」と

言われて得意になったこともありました。

　そして景気は徐々に上向き、工作機械業界の活況が注目を浴びて暫く経った頃、私はリース営業の原

点であった機械営業部へ異動となりました。出戻った私は、以前在籍した時との業界環境の変化に当初

は戸惑いもありましたが、社内の工作機械業界への取り組みとしての簡易審査などの営業改革もあり日々

営業に邁進しています。また厳しい時代の経験と支店での全く業界の異なる商売も経験したことで、よ

りお客様のニーズを幅広く考えられるようになりました。

　これからもリース会社という立場で“モノづくり”を担う業界の方々と最善を尽くして仕事をしていき

たいと思います。
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米沢工機㈱
8BL　福島営業所

渡　邉　幹　雄

“自分のこと”
　2004年4月に入社して、今年で4年目を迎えようとしております。

　そんな私は、昨年長期出張でタイにて3ヵ月間海外生活を送ってきました。タイへ行く前は、日本での

生活環境から大きく変化するだろうと不安な気持ちでいっぱいでした。しかし、現地で生活してみると

日本食はあるし、言葉の壁も日本語少々、英語少々、タイ語少々及びジェスチャー等で何とかこなせ、

日本での生活に比べ大きな不便は感じませんでした。仕事面に関しては、日本国内では簡単に手に入る

物がなかなか入手出来ず現地スタッフの人脈に助けられた部分が多々あり大変苦労を致しました。現在、

日本でこのタイでの経験をフルに生かして仕事を行っています。日本国内だけでなく、世界基準での営

業員になれるよう日々努力していこうと思います。

“中田英寿選手のこと”
　2006年ドイツW杯がイタリアの優勝で幕を閉じました。しかし、もう1つ幕を閉じてしまったのが、

中田英寿のプロサッカー選手としての幕でした。6月22日のブラジル戦後のあのシーン、その前の公式

ホームページを見て、私は日本代表からの引退はあったとしてもまさか選手としての引退とは思いもし

ませんでした。Ｗ杯が終わっても世界のどこかのリーグでこれまでのような勇姿を見ることができると

期待していましたので、残念でたまりません。特に目に焼き付いているのは、イタリアへ移籍してペルー

ジャで迎えたリーグ初戦のユベントス戦とローマへ移籍しリーグ戦終盤のユベントス戦でした。前者の

デビュー戦での2得点は圧巻でした。PKも蹴ることができていればハットトリックだったのですが。後

者のリーグ優勝を大きく左右する2位ユベントスとの試合では、1点差で負けていた後半に登場し同点と

なるミドルシュートを決めました。あの1点がローマに栄誉のスクデット（＊）をもたらしたと思います。

どちらも本当に思い出すだけで身震いがします。日本代表としても3大会連続でＷ杯に出場し、世界での

大きな経験を日本サッカーの発展の為、力を注いでくれました。しかし、そのサッカーに対する揺るぎ

ない信念故に代表チームの中で時には厳しい発言をし批判を受けることも多くありました。そんな中で

も彼は、その信念を曲げることなく日本代表を最後まで鼓舞し引っ張ってきました。日本の代表として

の誇りを持って戦うとの発言はよく聞かれますが、ドイツＷ杯を見ても分かる通り、今の日本の選手の

中で本当に日の丸を背負って戦っていたのは中田英寿であったと思います。

　現在は、世界中を旅しているとのことですが、これからはプロサッカー選手の時とは違った活躍を期

待して応援し続けたいと思います。

＊編集注記：小さな盾の意味。イタリアセリエAの優勝チームは翌年のリーグ戦でユニホームの胸にイタ

リア国旗のトリコロール（緑、白、赤）を示すスクデットを縫い付けることができる。
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共友リース㈱
常務取締役営業本部長

村　松　輝　茂

“成功者の告白”
神田 昌典 著（講談社）

　本書とは、私が年末の出張時に車中で読む本が欲しいと思い書籍店に立ち寄った際に出会いました。

どうせ“ベンチャー企業を立ち上げ成功した経営者の自慢話”に屁理屈を付けた起業ノウハウ本かなとい

う先入観で、また、初版2004年1月の本であり新刊本ではないし、などと半ば自嘲気味に、しかし他に

購入したい本がなかったので手にした次第です。　

　ところが、購入時の思いとは違い、一気に読み終えたぐらいの名著でした。

　何故か？

　まず、良くある経営ノウハウ本であれば、単元ごとに対処方法が書かれ、その都度、例として２～３

のケースが紹介され・・・と言うのが一般的ですが、本書は違いました。テーマを扱うにあたり架空の

人物を主人公とし特定の人物や会社をモデルにするのではなく、作り話でもなく、著者の経験、著者が

仕事柄何人もの成功した経営者からヒアリングした実話を下敷きにして生まれた物語であり、生きた事

柄を借りる事により題材をよりわかりやすく一貫性を持って伝える方法を採っているのです。よって、

ストーリーに身を置くことにより、より一層その状況が想像し易くなり「そうそう、そういう時あるよ」

というように、身近に問題を捉えることが可能なのです。また、そのノウハウに付箋紙を付けて、再度、

後から見直す意欲が出てくるのです。

　次にテーマです。

　この様な、起業家のノウハウ本は成功法則を羅列し、その結果豊かになり、ハッピーエンドで終わる

のが常ですが、本書は違いました。ビジネスで光が当たれば、その他の部分（家庭）で影となる出来事が

噴出するという事実（成功の暗い側面・ダークサイド）がテーマなのです。“成功すれば困難も増える”な

んていう話は誰も触れたくなく、また、ビジネスと家庭はテーマが難しく踏み込みにくい部分であるは

ずです。あえてそこに焦点をあてている点が一気に最後まで読みきらせる所以なのでしょう。

　著者もプロローグで、このダークサイドの対応方法についてかなり説明出来るようになったから本書

を著したとあります。「ビジネスで勝ち得たことを、ビジネスで失う。」そんなシンプルな因果関係で納

まるのであれば、まだ対応出来ると思います。しかし、現実は違う全く想定していないプライベートな

問題が噴出してくるものです。この経営と家庭問題との因果関係は大変興味深いものです。

　本書の物語の主人公は、ベンチャー企業を創業した経営者に設定してあります。よって、これから起

業しようとしている人達、および起業して2～3年の人達にとって、想定外のリスクを予見することが出

来る有益な著書であると思います。また、MBAを取得している著者のノウハウは、起業家だけではなく

我々ビジネスマンにも合致する場面も多く、ぜひお薦めしたい一冊です。
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第２０８回 定例理事会

日　時：1月10日（水）11：00～12：00

場　所：東京／八重洲富士屋ホテル

　　　　　　　　　　　5階「あんずの間」

出席者：石川会長、副会長3名、専務理事、

　　　　理事17名、監事2名、事務局2名

会長挨拶：

　明けましておめでとうございます。昨年は安

部首相の誕生はともかくとして、英国のブレア

首相の退陣表明、北朝鮮の核実験、国連事務総

長のアナン氏から韓国潘代表への交代、イラク

のフセイン元大統領の処刑、等があり、バブル

以降の16～7年の清算が始まり、時代の節目を

迎えたような気がする。工作機械業界も今は良

い状況で推移しているが、もうすぐ厳しい時代

が来るのではと考えている。日工販は今年も会

員に役立つ活動を進めて行くので、協力をお願

いする。

議　題：

［付議事項］

（１）日工販役員選挙に関する申し合わせ改訂の

こと

　専務理事より「役員選挙に関する申し合わせ」

の推薦役員選出に関し、「専務理事、常務理事は

定数外とし理事会で推薦し、役員選挙時に正会

員に賛否を求め賛成多数を持って就任するもの

とする。但し、専務理事、常務理事が任期途中

で退任した場合は、代行者を必要に応じ置くこ

ととし、3ヵ月以内に理事会で交代者を推薦し、

正会員に賛否を求め賛成多数を持って就任する

ものとする。尚、推薦役員が留任するにあたっ

ては、次の役員選挙時に信任投票を受けるもの

とする。」に改訂したい旨提案あり、審議の結

果、出席者全員の賛成を得、承認された。

〔意見交換〕

（１）商取引基本契約における売り手側の補償を

求める瑕疵担保条項について

　正会員からの提案があり実施した、取引基本

契約の瑕疵担保条項についてのアンケートを結

果について宇佐美事務局長より報告。

　アンケートに対する正会員回答41社あり、大

手取引先よりの取引基本契約書締結要求ありが

23社で、内10社が「瑕疵担保条項」の不具合が

あると回答。

　保証期間を過ぎても、買主が注文品の瑕疵も

しくは欠陥による被害に対する損害賠償を第三

者（買主の販売先等）に支払うことになった場

合、賠償金及び訴訟に要した費用の負担を売主

に求める条項があり、一部では相手と交渉の上

変更してもらっているケースもあるが、拒否す

ると取引ができず、止む無く契約条項を変更す

ることなく契約しているケースが多いことが判

明した。

　本件につき意見交換を行った結果、基本的に

下請け先との部品取引を念頭にした契約書をそ

のまま設備機械取引にも締結を求めており、設

備機械には該当しない点は理解をみせても文言

変更は認めず、強く申し入れれば取引に支障が

出てくるという悩ましい状況が浮き彫りとな

り、更に調査を進め可能な対処法を模索するこ

とにした。

（２）平成19年工作機械需要予測について

　会長より平成19年の日工販としての受注見通

しに付き、内需は自動車産業の設備投資が遅れ

る可能性を見込み10％減の6,600億円、外需は

6,700億円、総受注1兆3,300億円が提示され

た。
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議事録

「報告事項」

（１）流通動態調査平成18年11月結果

　専務理事より説明。受注は前年同月比で5.7％

減と45ヵ月ぶりのマイナスとなる。売上は7.6

％増と相変わらず堅調。日工会統計の傾向より

受注状況の変化が早めに出たのかと思われる。

日工会の12月受注速報では、前年同月比はおそ

らくマイナスになると思われる。ターニングポ

イントになりそうである。

（２）委員会報告

①教育委員会：SE更新研修・東京11/17専務

理事報告。受講生は29名参加、名古屋と合わ

せて総計56名。委員会11/21植田委員長報

告。日工販ニュース11・12月号参照。

②調査広報委員会：委員会11/28田尻委員長報

告。日工販ニュース11・12月号参照。

③東部地区委員会：講演会・忘年懇親会12/8八

重洲富士屋ホテル、尾瀬委員長報告。濱口東

大助教授講演「失敗に学ぶ」63名参加。懇親会

78名参加。日工販ニュース1月号参照。

④中部地区委員会：工場見学会11/20井内委員

長報告。ブラザー工業㈱瑞穂工場見学。46名

参加。講演会・忘年懇親会12/6名古屋観光ホ

テル・㈱デンソー宮木常務役員「ディーゼル燃

料噴射システムの先端技術」講演、124名参

加。懇親会138名の参加。日工販ニュース1

月号参照。

⑤西部地区委員会：講演会・忘年懇親会　12/5

大阪弥生会館　赤澤委員長報告。ドイツ証券

㈱佐藤MD株式調査部長「日本の電機産業の国

際競争力～半導体、FPD市場の動向～」講演

88名参加。懇親会99名参加。詳細は日工販

ニュース1月号参照。

次回定例理事会

　3月7日（水）　14：30～16：30

　大阪／大阪産業創造館

日工販SE合格者 第１３９回発表

今回は1月の合格者7名です。

『更新研修』合格者 第９０回発表

認定No. 会社名 合格者名 認定No. 会社名 合格者名

今回は1月の合格者11名です。

07-9R-1252 ㈱ジーネット 渡辺　和彦

07-11R-1288 ㈱兼松ＫＧＫ 菊池　　徹

07-11R-1441 サンコー商事㈱ 熊崎　正樹

07-11R-1410 日立キャピタル㈱ 下津　大幸

07-11R-1522 三井リース事業㈱ 岡田　和也

07-11R-1345 三菱電機クレジット㈱ 千葉　　努

07-11R-1241 UFJセントラルリース㈱ 片野　慎哉

07-11R-1391 UFJセントラルリース㈱ 三島　啓史

07-11R-1452 UFJセントラルリース㈱ 守谷　信亮

07-11R-1455 UFJセントラルリース㈱ 平佐　恭崇

07-11R-1463 三和工機㈱ 木下　栄一

07-15-1850 サンコー商事㈱ 馬場　真也

07-15-1851 ㈱東　陽 小栗　大助

07-16-1852 サンコー商事㈱ 大野　幸彦

07-16-1853 伊吹産業㈱ 富田　　輝

07-16-1854 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 山下　聖彦

07-16-1855 メルダスシステムエンジニアリング㈱ 稲垣　且視

07-16-1856 昭栄産業㈱ 田辺　直臣

Ｓ
Ｅ教育

　

Ｓ Ｅ教

育
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受注額

出荷額

日本小型工作機械工業会

付属品・ユニット・部品

合　　　計

非
NC
小
型
工
作
機
械

NC
小
型
工
作
機
械

小 型 旋 盤

小 型 自 動 旋 盤

小 型 フ ラ イ ス 盤

小 型 研 削 盤

その他の小型工作機械

　小　　　　　　　　計

Ｎ Ｃ 小 型 旋 盤

Ｎ Ｃ 小 型 フ ラ イ ス 盤

Ｎ Ｃ 小 型 研 削 盤

小型マシニングセンタ

その他のＮＣ小型工作機械

　小　　　　　　　　計

分類
受注実績 台　数

（台）
金　額
（千円）

輸出金額
（千円）

輸出台数
（台）

比　率
（％）

228 

24 

22 

984 

3,273 

4,531 

4,662 

10 

655 

692 

882 

6,901 

0 

11,432 

215,338 

415,300 

75,120 

5,619,391 

3,569,810 

9,894,959 

39,260,267 

156,511 

10,924,607 

8,347,718 

8,263,076 

66,952,179 

16,043,315 

92,890,453 

16 

0 

4 

77 

203 

300 

2,335 

0 

216 

97 

269 

2,917 

0 

3,217 

13,399 

0 

20,950 

971,600 

417,210 

1,423,159 

17,305,599 

0 

3,475,965 

1,222,859 

2,431,678 

24,436,101 

2,708,871 

28,568,131 

6.2

0.0

27.9

17.3

11.7

14.4

44.1

0.0

31.8

14.6

29.4

36.5

16.9

30.8

付属品・ユニット・部品

合　　　計

非
NC
小
型
工
作
機
械

NC
小
型
工
作
機
械

小 型 旋 盤

小 型 自 動 旋 盤

小 型 フ ラ イ ス 盤

小 型 研 削 盤

その他の小型工作機械

　小　　　　　　　　計

Ｎ Ｃ 小 型 旋 盤

Ｎ Ｃ 小 型 フ ラ イ ス 盤

Ｎ Ｃ 小 型 研 削 盤

小型マシニングセンタ

その他のＮＣ小型工作機械

　小　　　　　　　　計

分類
出荷実績 台　数

（台）
金　額
（千円）

輸出金額
（千円）

比　率
（％）

輸出台数
（台）

245 

45 

28 

1,129 

3,396 

4,843 

5,038 

11 

703 

764 

960 

7,476 

0 

12,319 

251,993 

556,721 

90,717 

7,362,983 

3,665,411 

11,927,825 

41,691,377 

205,250 

11,470,776 

9,447,422 

9,014,102 

71,828,927 

18,069,427 

101,826,179 

35,070 

14,484 

18,000 

645,079 

412,465 

1,125,098 

18,294,199 

0 

2,719,964 

1,656,544 

2,687,848 

25,358,555 

3,329,075 

29,812,728 

13.9

2.6

19.8

8.8

11.3

9.4

43.9

0.0

23.7

17.5

29.8

35.3

18.4

29.3

24 

8 

3 

81 

189 

305 

2,526 

0 

180 

134 

313 

3,153 

0 

3,458 

小型工作機械受注額・出荷額統計　平成18年（1～12月）
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月
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京華産業㈱
久御山支店副支店長

川　嶋　　宏

　私が入社した年が1970年（昭和45年）であります。今年来年と60歳を迎える団塊の世代の一人です。

この間約36年間を昭和の時代と平成の時代が2分致します。

　前半の昭和の時代は、ほとんど見積書や納品書等の事務処理は手書きの時代で、メーカーへのレイア

ウト依頼も図面をメーカーへ郵送し、その後出来上がって返送を待ち見積書作成し、ユーザーへ持参す

ると言う時間のスタンスが緩やかな時代でした。計算も算盤の活用で、電卓が登場したのは昭和50年前

半だったと思います。価格も高く、大きい物でした。出先への連絡は言づて依頼から、ポケットベルが

同時期に普及し始めて頻繁に会社との連絡（ユーザーとの）が急速になって来ました。

　平成に入りポケットベルから「携帯電話」に移行し、連絡交信が更なる速度アップとなり、昨今携帯電

話の急速な発展で営業のスピードアップ化が自然と加速しました。ユーザーの要求が日増しにスピード

アップし対応せざるを得なくなって来ており、スピードアップの対応が顧客満足度を高めて行くと言う

現象にすり替って行くように思われがちであります。

　もう一方の情報通信「パソコン」は昭和50年後半より普及し始め、事務処理に活用し始めるようになり

ます。販売管理・財務管理等に活躍し本店・支店とのLANケーブル等活用範囲が広がり、平成5年前後よ

り更なる活用のインターネットがもう一つの情報網としてメールでのユーザーからの要求が付加される

事となります。

　昭和の時代（18年間）と平成の時代（18年間）は同じ1年間でもかなり進展速度が異なり、引合から受注

迄のストーリーは変らないのですが、お互い（営業とユーザー）の交信回数は俄然増加しており、それだ

け営業にとっては拘束されているようです。

　この拘束されている時間を出来るだけ減らして、他の仕事が出来るよう考える必要があり、訪問時に

打合せ内容が乏しく、ユーザーの疑問が残る状況があるのではないか？

　打合せ時冗談の一つも必要ですが、打合せ内容をきっちり纏めて的確な処理をしておく事も必要であ

ると思います。

　何時の時代も「ベストを尽くして」対応するという事で、スピードアップに対応する事ではないと言う

事であります。

　平成の時代にも、昭和の時代の残すべき良い物は沢山あります。LPレコードは何処へ行ったのか、

8mm映写機はどこか、万年筆はどこか、はたまた辞書は何処へ行ったのか数えればきりがありません。

　36年間を振り返り、もっと書きたいことがありますがこの辺で筆をおかせていただきます。
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編集後記

行事予定

調査広報委員会 ………………………………… 2月21日（水） 機械工具会館

教育委員会 ……………………………………… 2月27日（火） 機械工具会館

東部地区委員会 ………………………………… 2月28日（水） 仏教伝道センター

東部地区研修会 ………………………………… 2月28日（水） 仏教伝道センター

政策委員会 ……………………………………… 3月7日（水） 大阪産業創造館

定例理事会 ……………………………………… 3月7日（水） 大阪産業創造館

中部地区正副会員・リース賛助会員懇談会 … 3月19日（月） サンコー商事㈱ 会議室

展示会

微細精密加工技術展2007 …………………… 5月23日（水）～26日（土） インテックス大阪

2007自動車部品生産システム展 …………… 6月13日（水）～16日（土） 東京ビッグサイト

EMOハノーバー2007 ………………………… 9月17日（月）～22日（土） ドイツ・ハノーバー

メカトロテックジャパン2007 ……………… 10月17日（水）～20日（土） ポートメッセなごや

●１月には実施すると見られていた金利引き上げを日銀は見送りました。市場は冷静に受け止めている

ようですが、景気の先行きを気にする政府の圧力に屈したと思われがちです。果たして日銀の独立性

は保たれたのでしょうか。２月中の引き上げも回避されるのでしょうか。それにしても対ドルレート

120円超の円安は行き過ぎではないでしょうか。

●日工会受注統計による平成18年12月の受注は1,261億円と32ヵ月連続1,000億円超と最長記録を更新し

ましたが、前年同月比はマイナス1.9％となり、連続前年同月比増は11月までの50ヵ月で途絶えまし

た。平成18年総額では前年比5.4％増の１兆4,370億円に達し、３年連続１兆円超で、予想通り史上最

高となりました。

●日工販賀詞交歓会で日工会中村会長が本年の受注見通しを、１兆4,000億円を下回らないと発言され、

その後、日工会は内需6,700億円、外需7,300億円と内外需内訳を発表し、本年も引き続き高水準で推

移するとの見通しを示しています。是非、そうあって欲しいものです。

●１月に入っても暖かい日々が続きましたが、不二家の危機管理体制の不備による不祥事、相次ぐ家族

間殺人事件、建築物の耐震強度不足再発等、穏やかとは言えない事柄が続いています。暖冬で例年に

比べ早い梅や桜の開花はうなずけますが、自然の変化のみならず世の中が何か変りつつあるのが気に

なります。

●先日、三浦半島最高峰といっても標高242メートルの大楠山へ仲間と共に登り、山頂の展望塔から

360°の展望を楽しみました。薄曇りで、残念ながら富士山や房総の山々までは見えませんでしたが、

眼下に広がる相模湾や半島先端の城ヶ島を眺め、寒さを忘れしばらくゆったりとした時を過ごすこと

ができました。



［東部地区（36社）］

㈱ 旭 商 工 社
伊藤忠メカトロニクス㈱
今 井 機 械 工 業 ㈱
㈱ エ ム エ ム ケ ー
大 石 機 械 ㈱
㈱ カ ナ デ ン
㈱カネコ・コーポレーション
㈱ 兼 松 Ｋ Ｇ Ｋ
㈱ 京 　 　 二
㈱ 共 和 工 機
群 馬 工 機 ㈱
㈱ 国 　 　 興
㈱ 三 機 商 会
三 洋 マ シ ン ㈱
サ ン ワ 産 業 ㈱
シ マ モ ト 技 研 ㈱
住友商事マシネックス㈱
㈱ セ イ ロ ジ ャ パ ン
誠和エンジニアリング㈱
太 平 興 業 ㈱
㈱ 高 橋 機 械
帝通エンヂニヤリング㈱
㈱ テ 　 ヅ 　 カ
㈱トーメンテクノソリューションズ
常 盤 産 業 ㈱
トッキ・インダストリーズ㈱
独 協 機 械 ㈱
㈱ ト 　 ミ 　 タ
㈱ Ｎ ａ Ｉ Ｔ Ｏ
日 鋼 商 事 ㈱
藤 田 総 合 機 器 ㈱
松 茂 工 販 ㈱
三 菱 商 事 テ ク ノ ス ㈱
㈱ ヤ マ モ リ
ユ ア サ 商 事 ㈱
米 沢 工 機 ㈱

［中部地区（20社）］

石 原 商 事 ㈱
㈱ 井 　 　 高
岡 谷 機 販 ㈱
カ ト ー 機 械 ㈱
釜 　 　 屋 ㈱
岐 阜 機 械 商 事 ㈱
甲 信 商 事 ㈱
三 栄 商 事 ㈱
三 機 商 事 ㈱
サ ン コ ー 商 事 ㈱
三 立 興 産 ㈱
下 野 機 械 ㈱

㈱ 大 　 　 成
㈱ 大 　 　 誠
㈱ 東 　 　 陽
㈱ 日 本 精 機 商 会
浜 松 貿 易 ㈱
㈱ 不 　 　 二
山 下 機 械 ㈱
ワ シ ノ 商 事 ㈱

［西部地区（16社）］

赤 澤 機 械 ㈱
伊 吹 産 業 ㈱
植 田 機 械 ㈱
㈱ お 　 じ 　 ま
関 西 機 械 ㈱
京 華 産 業 ㈱
五 誠 機 械 産 業 ㈱
桜 井 機 械 ㈱
㈱ ジ ー ネ ッ ト
大 幸 産 業 ㈱
㈱ 立 花 エ レ テ ッ ク
西 川 産 業 ㈱
日 本 産 商 ㈱
マ ル カ キ カ イ ㈱
宮 脇 機 械 プ ラ ン ト ㈱
㈱ 山 　 　 善

［製造業（53社）］

㈱ エ 　 グ 　 ロ
S M C ㈱
エ ヌ テ ィ ー ツ ー ル ㈱
エ ン シ ュ ウ ㈱
オ ー エ ス ジ ー ㈱
オ ー ク マ ㈱
大 阪 機 工 ㈱
㈱岡本工作機械製作所
㈱神崎高級工機製作所
㈱ 北 川 鉄 工 所
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
キ ャ ム タ ス ㈱
京 　 セ 　 ラ ㈱
㈱グラフィックプロダクツ
黒 田 精 工 ㈱
㈱ ジ ェ イ テ ク ト
㈱ シ ギ ヤ 精 機 製 作 所
新 日 本 工 機 ㈱
住友電工ハードメタル㈱
㈱ ソ デ ィ ッ ク
大 昭 和 精 機 ㈱
高 松 機 械 工 業 ㈱
㈱ 滝 澤 鉄 工 所

㈱ ツ 　 ガ 　 ミ
津 田 駒 工 業 ㈱
㈱ テ ク ノ ワ シ ノ
㈱ 東 京 精 密
東芝機械マシナリー㈱
東 洋 精 機 工 業 ㈱
㈱ナガセインテグレックス
中 村 留 精 密 工 業 ㈱
㈱ 日 研 工 作 所
㈱ 日 平 ト ヤ マ
野 村 精 機 ㈱
浜 井 産 業 ㈱
日 立 ツ ー ル ㈱
フ ァ ナ ッ ク ㈱
富 士 機 械 製 造 ㈱
ブ ラ ザ ー 販 売 ㈱
豊 和 工 業 ㈱
牧 野 フ ラ イ ス 精 機 ㈱
㈱牧野フライス製作所
㈱ 松 浦 機 械 製 作 所
三 井 精 機 工 業 ㈱
㈱ ミ ツ ト ヨ
三 菱 重 工 業 ㈱
三 菱 電 機 ㈱
三菱マテリアルツールズ㈱
㈱ ミ 　 ヤ 　 ノ
メルダスシステムエンジニアリング㈱
㈱ 森 精 機 製 作 所
安 田 工 業 ㈱
ヤ マ ザ キ マ ザ ッ ク ㈱

［リース業（20社）］

N T T フ ァ イ ナ ン ス㈱
協 同 リ ー ス ㈱
共 友 リ ー ス ㈱
近 畿 総 合 リ ー ス ㈱
興 銀 リ ー ス ㈱
首 都 圏 リ ー ス ㈱
昭 和 リ ー ス ㈱
GEキャピタルリーシング㈱
住 商 リ ー ス ㈱
ダイヤモンドリース㈱
東 京 リ ー ス ㈱
東 銀 リ ー ス ㈱
東 芝 フ ァ イ ナ ン ス ㈱
日本機械リース販売㈱
日 立 キ ャ ピ タ ル ㈱
㈱ 芙 蓉 リ ー ス 販 売
三 井 住 友 銀 リ ー ス ㈱
三 井 リ ー ス 事 業 ㈱
三菱電機クレジット㈱
UF Jセントラルリース㈱

正会員（全72社）

日本工作機械販売協会　会員会社一覧　（50音順）

平成19年2月1日現在

賛助会員（全73社）


